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Short Communication

八重山諸島におけるカンムリワシの胃内容物

時田喜子 1・吉野智生 1, 2・大沼 学 3・金城輝雄 4・浅川満彦 1*

1. 酪農学園大学獣医学類．〒 069-8501 北海道江別市文京台緑町 582
2. 釧路市動物園．〒 085-0201　北海道釧路市阿寒町下仁々志別 11

3. 国立環境研究所生物・生態系環境研究センター生態遺伝情報解析研究室．〒 305-8506 茨城県つくば市
小野川 16-2

4. 公益財団法人 沖縄こどもの国．〒 904-0021 沖縄県沖縄市胡屋 5-7-1

カンムリワシ Spilornis cheela は東南アジアから中国南部，台湾，沖縄にかけて分布する中
型の猛禽類で，日本には八重山諸島に亜種リュウキュウカンムリワシ S. c. perplexus が生息
する（del Hoyo et al. 1994）．本種は国指定特別天然記念物に指定され，また環境省レッドデー
タブックでは絶滅危惧種 IA 類に分類されている（環境省 2002）．カンムリワシの食性に関し
ては原戸（1987），佐野（2003a, 2003b）による直接観察や環境省（2003）による胃内容物
調査の報告が知られるものの，定量的なデータはまだ少ない．

特に近年は，本種が道路際で轢死体を食べる行動が多く観察され，交通事故により死亡ま
たは保護される例が年々増加している（環境省 2006, 2007, 2008）．また八重山諸島に侵入，
定着した外来種オオヒキガエル Bufo marinus を捕食することによる中毒や，ネズミ駆除用の
殺鼠剤散布による影響が懸念されているが，現状ではデータが少なく，これらの影響は不明
のままである（佐野 2003a, 環境省 2003）．このような現状から，本種の保全を考える上で食
性の分析は重要であると考えられたため，筆者らは 2000 年から 2010 年までのあいだに回収
されたカンムリワシ 16 個体の胃内容物検査を行なった．

材料および方法

検査に供されたのは，2000 年 4 月から 2010 年 2 月にかけて沖縄県の西表島および石垣島
にて回収され，独）国立環境研究所生態遺伝情報解析研究室に搬送されたカンムリワシ計 16

検体（西表 8 個体（♂ 4 ♀ 4），石垣 8 個体（♂ 5 ♀ 3））であった（表 1）．性別は生殖腺の
確認によって判定したが，年齢は判別できなかった個体が多かったため，今回の解析には用
いなかった．これらの個体を剖検ののち，消化管を 70％エタノールで固定し，酪農学園大学
野生動物医学センター（WAMC）に送付した．WAMC にて実体顕微鏡下で消化管を開いて
胃内容物を回収し，1mm メッシュの篩をもちいて濾し，篩の上に残ったものを実体顕微鏡下
で分類し，種同定を行なった．内容物は 60℃で 10 時間乾燥させ，乾燥重量を測定し，個体
ごとの品目，出現率と乾燥重量を測定した．また雌雄別および時季別（春季 3-5 月，夏季 6-8 月，
秋季 9-11 月，冬季 12-2 月）に品目を集計し，比較した．
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結　果

16 検体中 13 検体に何らかの胃内容物を認めたが，3 検体は空胃であり，空胃の 3 検体は
いずれも石垣島産の個体（♂ 1 ♀ 2）であった（表 1）．また，石垣島産の 2 個体については，
救護由来と考えられる鶏肉が検出されたため，解析からは除外した．得られた内容物は甲殻
類（ベンケイガニ，種不明の小型カニ類），貧毛類（フトミミズ科の 1 種），昆虫類（半翅目
セミ科の 1 種，直翅目の 1 種，属種不明），両生類（オオハナサキガエル），爬虫類（キシノ
ウエトカゲ，イシガメ科の 1 種），鳥類（シロハラクイナ，属種不明小型鳥類），植物の破片
および小石の計 13 品目であった（表 2）．最も多くの検体から検出されたのはベンケイガニ
であった（8 個体）．懸念されたオオヒキガエルおよびネズミ類は検出されなかった．品目数
は，石垣島のサンプルでは 3 品目のみ（1 個体あたり 0-2 品目：平均 0.67 品目）の検出であっ
たのに対し，西表島のものでは 13 品目（1 個体あたり 1-6 品目：平均 2.88 品目）が検出され，
西表島産個体では 3 品目以上検出されたのが 8 個体中 4 個体と，石垣島産個体より多種の食
物を利用していた（student の t 検定 P=0.005）．特に両生爬虫類，セミ，直翅目昆虫類等は
西表島でしか検出されなかった（表 2）．雌雄ごとに見ると，オスとメスではオスで 1 個体あ
たり 0-6 品目（平均 2.43 品目），メスで 1 個体あたり 0-4 品目（平均 1.43 品目）であり，オ
スのほうがやや多様な食物を利用しているようにも見える．しかし，3 品目以上検出された
のは雌雄のいずれも 7 個体中 2 個体であり，有意な差はなかった（表 1, 2）．キシノウエト
カゲとイシガメ科の 1 種はメスからのみ検出され，一方，昆虫類，オオハナサキガエル及び
小型鳥類はオスからのみ検出された（表 2）．甲殻類は夏季に多く検出されたが，冬季の個体
からも検出された（図 1）．

表１．検査を行なったカンムリワシの個体数の内訳
Table 1.  Descriptions of the individuals examined for gastric contents.
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average
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図 1.  カンムリワシの時期別胃内容物

内訳．

Fig. 1. Gastric contents by season
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考　察

国内におけるカンムリワシの食性は，原戸（1987），佐野（2003a）および環境省（2003）
による報告が知られ，カンムリワシは様々な生物を食物として利用していることが知られて
いる．今回検出された内容物は，概ね既報と同様の品目であった．シロハラクイナ，カエル
類，トカゲ類などはロードキルに遭いやすいことが知られ（通事ほか 1994），カンムリワシ
は道路上でこれらの轢死体を食べた可能性がある．台湾産亜種のオオカンムリワシ S. c. hoya 

では，食物の大半がヘビ類，カエル類で，ほかにムカデ，ミミズ，鳥類および哺乳類を捕食
していることが知られる（Huang 2004, Huang & Liu 2005, Lin 2005）．また，日本産カン
ムリワシでは，カエル，カニ類，トカゲ類が食物の大半を占めることが報告されている（原
戸 1987，佐野 2003a）．一方，今回の検査結果では，西表島および石垣島の両方においてベ
ンケイガニなどのカニ類が多く，環境省（2003）と同様の傾向であった．しかし，原戸（1987）
は 1 巣のみの観察結果であり，本報でも計 14 個体と，サンプル数が限られているため，カ
ンムリワシが利用する食物については，今後のデータの蓄積が必要であろう．

今回の結果では，島ごとに食物の品目数が異なり，石垣島産個体では 1 個体平均 0.67 品
目（0-2 品目），西表島産個体では 1 個体平均 2.88 品目（1-6 品目）で，爬虫類，両生類やセ
ミ，バッタ等については石垣島の個体からは検出されなかった．このような品目数の差は過
去の報告では認められていないが，消化が進んで検出できなかった可能性や，回収地域の獲
物となる生物の分布や季節などが原因として考えられた．石垣島には外来種インドクジャク
Pavo cristatus が定着しており，両生類，爬虫類および昆虫類など様々な在来生物の減少が懸
念されているが（田中・嵩原 2003），検査例数が少ないことから，今回の結果がそれを反映
しているかどうかは判断できない．

また，Yoshino et al. (2009) および吉野ら（未公表記録）によると，八重山諸島のカン
ムリワシからは，これまでに 11 種の寄生蠕虫類が検出されており，その中には中間宿主
或いは待機宿主として，ミミズ，貝類，直翅目昆虫類，ワラジムシ等の等脚類，ヘビ，ト
カゲ類等を利用する種が含まれている．今回胃内容物が得られなかった 3 検体及び救護由
来の 1 検体についてもミミズ，直翅目昆虫あるいは爬虫類等を中間宿主または待機宿主と
して利用する寄生虫（Eucoleus contortus, Baruscapillaria falconis, Porrocaecum angusticolle, 
Centrorhynchus spilornae）（Anderson 2000, Schmidt & Kuntz 1969）が検出されている．
したがって，胃内容物としては検出されていないが，石垣島においても，カンムリワシは直
翅目昆虫や爬虫類等を食物として利用していたと考えられる．西表島産個体でも寄生虫が検
出されており，同様の理由で胃内容物としては検出されていない貝類や等脚類等を食物とし
て利用していたと考えられる．野生動物の食性を調査するにあたっては，胃内容物検査のみ
の検査では短期間の食物しか反映されないことが多く，採集時間帯や個体の状況（飢餓や救
護など）によってはサンプルが得られない場合もある．宿主の食性をより正確に推定するた
めには，内容物の分析や直接観察のみではなく，このような寄生虫を指標として利用するこ
とも一つの方法であろう（浅川ほか 1991, 吉野ほか 2012）．

今回の調査により，カンムリワシは生息地の特徴および季節に応じて様々な食物を利用し
ている事が改めて明らかになった．また，石垣島と西表島の個体で利用する食物の種数に明
らかに差が認められた．今後，カンムリワシの生息環境を保全するために，寄生虫の保有状
況も含めた食物利用状況のモニタリングが必要であろう．
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Gastric contents of 16 individual Crested Serpent Eagles Spilornis cheela were 
investigated. The birds were collected between 2000 and 2010 from both Iriomote and 
Ishigaki Islands, Yaeyama Archipelago, Okinawa, Japan. From 11 of 14 stomachs, a total of 
13 types of stomach contents were identified, including crabs, earthworms, locusts, cicadas, 
frogs, lizards, turtles, birds, plants and grit. The identification of each stomach item, and the 
dried weight, are listed in Table 1 and 2. In samples from Iriomote Island, 13 contents were 
found, but only three items were found from the Ishigaki Island samples. Crabs were the 
most common food items, and were identified from both islands. The results suggested that 
the eagles’ food items vary in accordance with the seasons.  Also, considering the parasites 
also identified, it is suggested that the eagles fed on more food items that were not observed 
in their gastric contents.

Key words: Crested Serpent Eagle, gastric contents, intermediate host, Yaeyama 
Archipelago, traffic accident


